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一

　
荘
園
の
研
究
一
1
そ
れ
は
我
國
史
上
に
於
け
る
重
な
る
研
究
題
目
の
一
で
あ
り
、
殊
に
中
世
吏
研
究
者
の
必
ず
指
を
染

み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
で
は
あ
る
が
、
し
か
も
研
究
の
完
成
は
容
易
な
事
で
は
な
い
。
ゾ
ル
レ
ン
の
問
題
で
な
く
し

で
、
ザ
イ
ン
の
問
題
で
あ
る
。
國
家
が
法
規
に
よ
り
て
規
定
し
元
も
の
で
は
な
く
、
墨
型
に
褒
達
し
た
制
度
の
問
題
で
あ

　
　
　
第
入
門
　
　
研
究
　
　
郡
民
の
血
活
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
第
｝
盤
　
　
　
　
鱒
　
　
　
（
一
）



　
　
　
第
入
巷
　
研
究
　
荘
民
の
盈
活
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
第
…
號
、
　
　
二
　
　
（
二
）

る
だ
け
に
、
百
種
百
般
の
洛
革
墾
遷
を
有
す
る
か
ら
馬
理
想
的
に
言
へ
ば
、
あ
ら
ゆ
る
場
倉
を
研
究
し
て
初
め
て
一
の
結

論
に
達
し
得
る
の
で
あ
る
。
一
二
の
場
合
を
以
て
総
膿
を
概
服
す
る
に
は
屠
り
に
特
異
性
の
多
い
も
の
で
あ
る
。
從
っ
て

未
だ
充
分
の
致
果
を
得
な
い
の
は
當
然
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
加
ふ
る
に
、
一
の
荘
園
に
關
し
て
も
、
蕪
園
の
成
立
こ

か
、
傳
統
ε
か
、
租
税
の
關
係
こ
か
言
ふ
外
面
的
の
事
の
外
に
、
荘
園
内
の
生
活
ビ
か
、
荘
園
内
の
文
敷
こ
か
言
ふ
内
面

的
の
方
面
を
も
観
察
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
M
の
荘
園
だ
け
に
鞭
て
も
、
其
硯
究
が
容
易
で
な
い
所
以
で
あ
る
Q
而
し

て
今
私
が
こ
、
に
敢
て
筆
を
執
る
に
至
っ
た
研
究
の
醤
象
の
如
き
も
、
決
し
て
蕪
園
全
般
の
考
察
で
も
な
く
、
、
ま
た
荘
園

の
成
立
・
傳
領
等
で
も
な
い
、
軍
に
あ
る
一
荘
園
内
の
荘
民
の
生
活
を
記
述
す
る
に
す
ぎ
な
い
事
を
罷
め
お
断
り
し
て
麗
き

た
い
、
研
究
の
結
果
で
は
な
い
、
結
果
に
到
達
す
る
道
程
の
一
鶴
に
す
ぎ
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
二

　
私
は
今
こ
～
に
荘
園
内
に
生
活
す
る
蕪
民
の
欺
態
に
就
て
記
さ
う
ご
す
る
に
際
し
て
、
そ
の
軍
な
る
一
例
こ
し
て
束
大

寺
領
伊
賀
國
黒
田
庄
を
選
び
出
し
た
の
は
、
他
の
理
歯
が
あ
る
か
ら
で
は
な
い
Q
去
大
正
九
年
の
春
ま
だ
寒
い
頃
、
三
浦
…

・
博
士
に
随
っ
て
南
都
東
大
寺
に
滞
在
し
、
其
所
藏
さ
る
、
亘
萬
の
史
料
を
根
本
的
に
探
訪
し
た
事
・
が
あ
っ
だ
Q
東
大
寺
の

文
書
に
窪
し
て
は
從
來
ε
錐
も
度
々
採
訪
さ
れ
て
居
っ
た
機
で
あ
っ
た
け
れ
ざ
も
、
断
簡
零
墨
に
到
る
ま
で
悉
く
探
訪
す

る
ご
言
っ
た
風
の
事
は
、
私
の
知
っ
て
居
る
限
り
で
は
、
そ
の
時
が
最
初
の
企
で
あ
っ
た
、
そ
の
後
、
東
大
寺
の
同
意
を



得
て
我
京
都
翠
陰
大
喜
に
於
℃
、
そ
れ
を
総
べ
て
影
．
窩
し
、
整
理
分
類
を
し
て
居
る
。
私
は
そ
の
影
寓
本
の
校
正
に
際
し

て
、
轟
ぴ
東
大
寺
文
書
に
接
す
る
の
電
卓
を
得
た
の
で
、
こ
れ
を
熟
讃
す
る
事
が
出
來
た
。
こ
れ
私
が
こ
、
に
黒
田
庄
を

携
出
し
π
理
由
で
あ
る
。

　
幾
多
の
蕪
園
に
呈
す
る
史
料
は
累
積
さ
れ
て
居
っ
て
も
、
そ
れ
は
多
く
の
場
合
に
於
て
、
責
買
、
護
渡
の
如
き
灌
利
關

係
の
だ
め
に
獲
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
、
さ
も
な
け
れ
ば
、
何
等
の
聯
絡
さ
へ
見
出
せ
な
い
や
う
な
輩
な
る
交
書
に
す
ぎ

な
い
場
合
が
多
い
、
そ
れ
ら
の
吏
料
が
前
後
相
關
聯
し
て
残
さ
れ
て
居
る
事
は
極
め
て
少
い
事
で
あ
）
、
し
か
も
荘
園
の

内
面
を
物
語
る
や
う
な
更
料
が
保
存
さ
る
ふ
事
は
稀
有
と
言
っ
て
も
よ
い
。
然
る
に
黒
田
庄
に
關
す
る
史
料
に
到
っ
て
は

誌
励
與
、
責
了
ご
言
つ
π
外
面
的
の
も
の
よ
り
も
、
其
荘
園
内
の
生
活
を
窺
知
す
る
に
足
る
べ
き
も
の
が
ー
ー
そ
れ
は
多
く

案
文
で
あ
る
け
れ
ざ
も
1
纒
っ
て
保
存
さ
れ
て
居
っ
た
事
は
、
少
く
ε
も
私
に
取
っ
て
は
興
昧
の
あ
る
も
の
で
あ
る
。

今
後
あ
し
東
寺
領
の
若
狡
多
良
保
庄
等
に
手
を
附
け
る
事
が
早
旦
た
な
ら
ば
、
相
比
較
し
て
啓
襲
さ
る
～
所
が
多
い
だ
ら

う
ε
思
ふ
。

三

　
東
大
寺
野
馬
賀
國
黒
田
庄
に
醸
し
て
は
、
既
に
故
文
學
士
谷
森
饒
男
惚
が
研
究
を
登
表
さ
れ
た
、
そ
れ
は
吏
學
灘
誌
第

三
十
編
第
十
一
號
に
「
伊
賀
國
に
知
り
る
王
朝
晦
代
の
東
大
寺
領
」
ご
題
し
て
牧
め
ら
れ
て
居
る
の
で
、
さ
う
し
た
方
面
の

　
　
　
第
入
巷
　
研
究
　

建
民
の
生
活
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

第
一
號
　
　

三
　
　
（
三
）



　
　
　
第
入
巻
　
研
究
　
蕪
民
の
血
活
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

第
｝
號
　
　
，
四
　
　
（
四
）

・
事
に
關
し
て
叢
に
再
説
す
る
必
要
を
認
め
な
い
の
で
あ
る
が
、
た
上
箪
に
私
の
所
論
を
進
め
て
行
く
便
宜
上
、
極
め
て
概

略
な
が
ら
、
成
立
、
田
数
、
官
物
所
役
の
事
を
一
瞥
し
ゃ
う
ご
思
ふ
。

　
抑
々
黒
田
庄
が
東
大
寺
領
ご
な
っ
た
由
來
に
閥
し
て
は
、
天
蓋
興
起
三
年
四
月
一
目
の
悪
霊
入
に
よ
る
ご
主
張
し
て
居

る
け
れ
ざ
も
（
註
一
）
、
そ
れ
に
關
す
る
熊
蝉
は
未
だ
爽
見
さ
れ
な
い
、
天
季
勝
寳
七
年
十
二
月
廿
入
日
孝
謙
天
皇
勅
施
入
交

に
よ
れ
ば
、
名
張
長
板
註
解
一
思
を
観
入
さ
れ
て
居
り
、
こ
れ
は
恐
ら
く
黒
田
杣
の
一
部
で
あ
ら
う
ビ
思
は
れ
る
事
ご
、

天
与
二
十
年
十
一
月
十
九
日
の
思
至
及
墾
田
責
買
券
以
來
、
柘
植
郷
に
は
東
大
寺
の
寺
領
が
漸
次
堰
古
し
た
事
ご
か
ら
推
、

し
て
、
何
れ
其
時
．
代
に
買
得
し
π
か
開
墾
し
た
も
の
で
あ
ら
う
け
れ
ざ
も
、
聖
聖
帝
勅
貸
入
の
土
地
で
あ
る
ご
言
ふ
事
は

現
在
の
史
料
の
限
り
で
は
、
積
極
的
に
確
認
す
る
事
は
出
世
な
い
。

　
そ
れ
は
ビ
も
か
く
と
し
て
、
も
ε
輩
に
二
十
五
町
八
段
百
入
十
歩
の
廣
表
を
有
し
河
を
以
て
東
境
ビ
し
た
黒
田
庄
は
近

衛
・
後
白
河
天
皇
の
頃
預
所
畳
仁
の
蒔
に
は
河
を
越
え
て
河
東
に
も
及
び
数
百
弊
の
公
田
を
押
取
し
て
之
を
出
作
ご
凹
し
、

数
百
家
の
公
民
を
掠
領
し
て
之
を
作
人
ご
幽
し
、
段
別
三
斗
の
官
物
以
下
の
所
當
を
遁
避
し
、
雑
事
を
醤
画
す
る
に
及
ん

だ
（
世
世
）
o
在
廉
官
人
は
之
を
訴
へ
て
、
本
・
庄
百
姓
［
〕
【
渡
作
河
東
、
號
出
作
、
似
有
其
講
、
河
東
居
住
之
輩
而
耕
作
河
東

之
公
田
者
、
云
居
地
、
云
作
田
、
半
里
理
號
出
作
哉
重
言
っ
て
居
る
の
は
尤
の
次
第
で
あ
る
。
之
に
鋤
す
る
寺
家
の
陳
献

に
よ
る
ご
、
妙
理
を
以
て
東
堺
ご
し
た
の
で
あ
る
け
れ
こ
も
、
件
の
河
は
近
摩
洪
水
の
た
め
に
西
山
の
方
に
移
っ
た
（
そ

れ
故
に
河
溢
が
鍵
移
し
た
の
で
あ
る
、
さ
れ
ば
新
河
を
以
て
東
堺
ビ
す
る
事
は
理
論
に
合
は
な
い
ご
言
っ
て
居
る
が
（
註
三
）



大
匠
の
場
合
、
か
う
し
た
訴
陳
の
番
へ
ら
れ
た
際
に
、
曲
は
権
勢
の
方
に
あ
る
様
に
思
は
れ
る
。
更
に
預
所
強
雨
仁
は
國

司
交
替
の
隙
に
乗
じ
て
軍
兵
三
百
除
人
を
構
ぺ
、
保
司
俊
豪
を
追
ひ
串
し
て
殺
害
を
加
へ
ん
ビ
し
、
以
て
國
領
で
あ
っ
た

簗
瀬
保
を
押
領
し
、
更
に
北
伐
の
湯
船
・
底
心
の
雨
村
を
も
強
奪
し
て
し
ま
っ
た
。
か
く
し
て
得
た
る
土
地
は
黒
田
出
作
百

七
十
一
町
六
反
三
百
歩
、
同
面
河
條
五
十
六
町
七
反
二
百
五
十
歩
、
同
中
村
條
百
十
七
町
九
反
二
百
三
十
歩
、
同
夏
見
條

四
十
町
四
反
六
十
歩
、
簗
瀬
條
六
十
町
五
反
滑
歩
等
約
五
六
百
町
歩
以
上
の
耕
作
地
を
獲
得
し
た
の
で
あ
っ
て
（
注
四
）
、
そ

の
他
に
大
屋
戸
村
・
薦
生
庄
・
笠
間
庄
等
を
含
め
て
之
を
黒
田
庄
ご
総
下
し
、
学
田
庄
・
簡
要
里
・
湯
船
庄
・
玉
壷
庄
以
下
の
総

聡
で
あ
る
玉
寺
庄
を
北
杣
ご
偉
し
た
る
に
甥
し
、
南
杣
ご
毒
し
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ば
黒
田
庄
は
東
大
寺
領
中
で
は
最

も
重
要
な
も
の
、
一
つ
で
あ
っ
て
、
「
當
伽
藍
者
、
封
戸
庄
園
、
昔
者
遍
五
畿
七
渣
、
縫
勝
残
寺
領
、
今
在
二
三
ヶ
國
、
其

中
以
伊
賀
國
名
張
郡
黒
田
庄
、
所
修
法
此
法
事
、
難
論
事
也
、
最
要
梵
宇
不
傾
、
法
輪
久
輪
」
（
註
五
）
、
ビ
言
へ
る
は
、
圧
状

の
常
こ
し
て
多
少
の
誇
張
は
あ
る
に
し
て
も
、
正
直
な
る
告
白
で
あ
ら
う
し
、
「
彼
庄
本
田
之
蔽
う
號
出
作
新
庄
者
、
寺
家

自
元
．
依
寄
得
地
主
露
営
、
八
十
入
杣
工
等
、
書
舗
地
謡
居
慮
、
永
被
免
賦
役
、
　
一
向
動
來
寺
役
」
（
平
調
）
、
ζ
畜
っ
て
居

る
の
は
、
在
臆
官
人
の
思
歌
を
詐
儒
な
り
ε
主
張
す
る
必
要
か
ら
で
あ
っ
π
に
し
て
も
、
か
、
る
思
差
を
敢
て
す
る
必
要

が
あ
っ
た
の
で
あ
ら
う
9

　
謎
一
　
天
仁
二
年
九
月
二
十
六
日
思
量
雪
駄
案
中
に
含
ま
る
エ
康
和
二
年
八
月
十
二
日
賜
東
大
寺
宣
旨
S
穗
す
る
も
の
以
下
。
　
　
詮
二

　
保
元
元
年
十
二
月
日
東
大
寺
三
綱
陳
歌
案
、
慮
保
二
年
五
月
二
十
二
臼
二
身
官
下
士
。
　
　
駐
三
か
保
元
元
年
十
二
月
日
東
大
寺
三
綱
陳
歌
．

　
　
　
第
入
巻
　
研
究
　
燕
民
の
生
活
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
第
触
號
　
　

五
　
　
（
五
）



　
　
俄
が
入
艦
鼎
　
　
研
　
　
究
　
　
　
荘
民
の
生
括
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
餓
〃
　
一
　
號
　
　
　
　
　
山
畑
　
　
　
　
（
六
）

案
。
　
　
註
四
　
癒
保
二
年
五
月
二
十
二
臥
左
難
平
下
山
町
、
寺
嫁
鐙
交
註
文
噺
簡
、
黒
田
庄
出
作
註
文
（
後
連
）
等
温
取
。
　
　
註
五

元
年
十
二
月
日
東
大
寺
衆
徒
訴
歌
案
。
　
　
註
六
　
養
和
元
年
八
月
十
八
日
問
註
記
。

家
兀

四

　
如
注
し
て
殆
ん
ざ
名
張
郡
一
声
を
覆
う
た
黒
田
庄
は
、
源
李
時
代
か
ら
鎌
倉
初
期
に
入
る
ご
、
鵠
作
ε
か
新
庄
ご
か
ご

國
領
せ
の
堺
相
論
こ
か
、
磁
器
官
物
の
未
進
僻
怠
ご
か
言
ふ
事
は
問
題
ε
す
る
に
足
ら
ぬ
程
、
完
全
に
東
大
寺
領
に
な
っ

て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
所
謂
、
寺
家
一
三
悪
止
の
土
地
こ
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
さ
れ
ば
こ
、
に
於
て
初
め
て
吾
人
の
注

意
は
、
荘
民
の
生
活
に
注
が
る
、
鯨
肪
を
得
る
に
至
つ
だ
が
そ
の
前
に
盗
め
荘
厳
及
び
蕪
司
の
事
に
就
い
て
こ
下
し
て
置

く
必
要
が
あ
る
。

　
私
が
こ
、
に
言
ふ
蕪
民
ご
は
、
欧
洲
中
世
期
の
煮
転
領
内
に
於
け
る
農
民
が
孚
濁
立
の
も
の
で
あ
っ
π
の
ご
比
較
し
て

少
し
く
違
っ
で
居
る
も
の
で
あ
っ
て
、
完
全
な
る
濁
立
の
民
で
あ
っ
だ
。
例
へ
ば
養
和
元
年
入
月
十
八
日
の
聴
罪
昏
乱
下

文
の
中
に
「
東
大
寺
領
黒
田
庄
本
論
廿
南
町
の
外
の
加
納
田
に
於
て
は
、
公
田
の
峯
法
に
准
ず
べ
き
の
由
、
数
代
の
宣
旨

明
鏡
な
り
、
而
し
て
平
民
の
公
田
は
反
別
に
五
斗
を
濟
す
べ
き
で
あ
る
か
ら
、
寺
領
中
で
も
公
田
に
准
ず
べ
き
田
は
反
別

五
斗
を
徴
す
べ
き
で
あ
る
け
れ
こ
も
、
院
の
御
庄
の
例
に
准
じ
て
反
別
三
斗
の
見
米
を
締
す
べ
き
で
あ
る
」
ご
言
ふ
事
を

’
言
っ
て
居
り
、
磨
保
二
年
五
月
廿
二
日
の
脳
髄
官
下
文
も
ま
た
前
記
の
鳥
貴
院
騰
弓
丈
を
引
用
し
て
「
庄
内
百
姓
等
、
於



耕
作
公
田
號
出
作
者
、
今
辮
濟
反
別
三
斗
官
物
於
國
庫
、
倉
勤
仕
雑
役
於
庄
家
、
居
住
公
領
平
倉
耕
作
公
田
之
輩
者
、
倉
・

辮
濟
反
別
三
斗
官
物
於
國
庫
、
可
勤
仕
國
役
」
ご
言
っ
て
、
出
作
に
住
居
す
る
百
姓
ご
然
ら
ざ
る
公
田
の
百
姓
こ
の
差
は

庄
家
の
雑
役
に
処
す
る
か
、
國
役
を
勤
仕
す
る
か
の
差
で
あ
っ
て
、
共
に
反
別
三
斗
の
官
物
を
國
庫
に
納
む
べ
き
を
言
っ

て
居
る
Q
但
し
」
般
の
公
田
を
耕
作
す
る
百
姓
の
官
物
は
反
別
五
斗
で
あ
る
け
れ
ざ
も
、
’
院
領
に
准
じ
て
反
別
三
斗
に
減

せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
寺
領
内
の
百
姓
は
、
一
般
公
田
の
百
姓
ε
少
し
も
墾
つ
た
所
は
な
い
の
で
あ
つ
で
、
こ
れ
即

ち
荘
民
な
る
も
の
は
本
号
濁
立
自
活
の
百
姓
で
あ
る
ご
考
へ
た
理
由
で
あ
る
。
而
し
て
こ
れ
ら
の
蕪
民
の
多
く
は
、
中
門
・

法
華
拝
堂
の
寄
人
ご
欝
し
、
兎
角
、
寺
役
を
難
風
す
る
も
の
が
あ
っ
て
、
承
安
五
年
掛
は
其
寄
人
の
名
を
停
止
せ
し
め
ん

こ
し
た
が
望
都
は
な
か
っ
た
。
ま
た
中
に
は
帥
人
ε
幕
し
、
黄
衣
を
着
用
し
て
祭
禮
の
時
に
憩
輿
の
お
供
も
し
た
人
々
も

あ
っ
た
、
こ
れ
は
寛
元
年
中
に
は
廿
人
を
員
数
ご
し
た
の
で
あ
っ
た
が
、
其
後
漸
次
減
少
し
て
文
永
二
年
に
は
十
人
を
以

て
定
数
ご
す
る
事
ビ
し
、
臨
時
の
課
役
は
免
除
さ
れ
た
の
で
あ
る
（
註
｝
）
。
殆
ん
ざ
同
標
の
目
的
の
た
め
に
成
立
し
た
ご
思

は
る
、
寄
人
ご
紳
入
ご
が
、
一
方
は
其
弊
に
堪
へ
か
ね
て
其
名
を
期
し
た
に
識
し
て
、
他
方
は
漸
次
減
少
を
塾
し
、
多
少

寺
家
よ
り
保
護
を
加
へ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
事
は
、
年
代
の
差
異
に
よ
る
ご
の
み
は
断
せ
ら
れ
な
い
。
之
を
言
明
す
べ
き
’

材
料
を
．
有
だ
な
い
私
は
、
之
に
比
し
て
何
等
か
の
説
明
を
加
ふ
べ
き
を
愼
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
も
し
想
像
の
翼
を

霜
げ
る
事
が
許
さ
る
、
な
ら
、
寄
人
の
方
は
「
難
濟
有
限
所
當
、
封
桿
杣
役
雑
事
、
勤
好
悪
行
」
（
二
二
）
ε
言
は
る
、
通
り
・

不
順
な
る
利
盆
を
私
せ
ん
た
め
に
面
輔
中
の
下
級
の
も
の
が
好
ん
で
加
入
し
た
仲
間
で
あ
っ
た
ら
う
し
、
漁
人
の
方
は
、

　
　
　
第
八
巻
　
　
研
究
　
　
瀬
戸
の
生
活
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
一
號
　
　
　
七
　
　
（
七
）



　
　
　
第
八
谷
　
　
研
　
究
　
　
四
民
の
生
活
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
一
機
　
　
　
　
入
　
　
　
（
入
）

荘
民
中
の
有
資
産
者
階
級
こ
も
言
つ
だ
人
々
が
組
織
し
た
組
合
で
あ
っ
て
、
紳
輿
に
供
奉
す
る
ご
言
ふ
相
懸
の
義
務
を
負

ぽ
さ
れ
て
居
っ
た
も
・
の
で
あ
る
上
に
、
荘
内
一
般
の
塞
氣
が
悪
化
し
て
、
此
種
の
比
較
的
事
訳
な
森
々
の
階
級
が
漸
次
悪

窯
の
た
め
に
犯
さ
れ
、
赴
會
的
に
下
降
し
、
没
落
し
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

　
次
に
黒
田
庄
に
は
如
何
な
る
庄
司
が
あ
っ
た
か
ご
言
ふ
に
、
黒
田
庄
は
、
此
時
代
の
荘
園
ご
し
て
は
珍
ら
し
く
、
地
頭

が
補
任
さ
れ
て
居
な
い
、
全
く
武
家
の
色
彩
が
少
し
も
加
へ
ら
れ
て
居
な
い
の
で
あ
る
。
從
っ
て
庄
司
の
如
き
も
の
も
、

公
家
側
の
色
調
を
帯
び
て
居
る
様
に
思
は
れ
る
も
の
で
あ
る
。

　
ま
つ
第
一
に
番
頭
ζ
言
ふ
の
が
あ
る
Q
こ
れ
は
も
こ
古
老
の
百
姓
中
よ
り
器
量
の
仁
を
撰
ん
で
任
命
す
る
も
の
で
あ
っ

た
が
（
註
三
）
、
其
制
が
観
れ
勝
に
な
っ
た
も
の
だ
か
ら
、
終
に
下
司
に
命
じ
て
、
下
司
の
蓮
止
ご
し
て
其
器
量
を
計
ら
し
め

（
謎
四
）
、
下
司
の
名
に
よ
り
て
其
補
任
状
を
出
さ
し
め
た
の
で
あ
る
（
註
五
）
。
一
名
を
執
行
番
頭
ざ
も
言
っ
て
居
っ
て
、
年
預

五
師
の
命
を
奉
じ
て
荘
民
の
取
締
に
當
つ
た
も
の
で
あ
る
（
註
六
）
。
然
る
に
殆
ん
ざ
同
襟
の
職
務
を
有
し
た
も
の
に
沙
汰
人

が
あ
っ
元
（
註
七
）
。
も
ご
江
新
大
夫
義
定
な
る
も
の
が
寺
家
に
賢
し
て
忠
功
を
致
せ
し
に
よ
り
て
庄
官
に
補
せ
ら
れ
た
の
で

あ
っ
た
が
、
其
子
孫
が
沙
汰
人
ご
し
て
永
く
溶
い
て
居
っ
た
、
初
任
の
時
に
は
引
出
物
ご
し
ず
、
脇
百
姓
か
ら
反
別
七
十
文

以
下
を
納
め
し
め
得
る
権
能
を
附
與
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
（
註
入
）
、
番
頭
が
荘
民
の
中
よ
り
選
ば
れ
た
に
劃
し
て
、
こ
れ

．
は
寺
家
よ
り
任
命
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
淀
、
番
頭
は
其
人
々
々
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
に
伍
し
て
沙
汰
入
は
、
其
家
の
職

．
で
あ
っ
だ
前
者
は
世
襲
で
な
い
が
、
後
者
は
量
襲
で
あ
っ
た
所
に
相
違
黙
が
あ
る
機
で
あ
る
。
其
他
公
爵
、
下
司
、
刀
粥



等
の
一
触
亜
肚
…
園
に
見
ゆ
る
並
口
通
の
庄
司
や
頭
領
、
專
帯
臆
測
が
あ
っ
黒
け
れ
．
こ
も
、
別
に
記
載
す
る
程
で
も
な
い
Q

　
註
幽
　
文
永
二
年
十
一
月
二
十
七
臼
年
預
定
置
案
、
後
鋏
年
預
所
下
文
。
　
　
註
二
承
安
五
年
五
月
二
十
三
日
黒
田
庄
々
官
等
解
歌
案
。

　
・
註
蕊
　
承
久
二
年
六
月
日
東
大
寺
政
所
下
文
。
　
　
富
豪
　
同
上
。
　
　
註
五
　
元
仁
二
年
卯
月
十
八
日
下
司
大
江
某
署
名
補
任
歌
。

　
註
六
　
慕
暦
三
年
二
月
十
八
日
年
預
政
所
下
文
案
。
　
　
常
語
　
延
元
元
年
年
預
攻
奪
下
文
案
。
　
　
蝕
八
　
弘
安
十
年
十
月
日
和
與
斌

　
案
。

五

・
荘
民
の
生
活
を
親
察
し
や
う
こ
し
て
、
其
の
輪
廓
ご
で
も
言
っ
た
風
な
事
に
可
な
り
の
紙
数
を
費
し
た
私
の
筆
に
警
告

・
を
費
し
て
、
さ
う
し
た
脇
道
に
外
れ
る
事
を
矯
正
し
や
う
。

　
籾
伊
賀
黒
田
庄
ε
し
言
へ
ば
、
何
人
も
史
上
有
名
な
伊
賀
の
悪
罵
の
名
を
想
起
す
る
で
あ
ら
う
。
そ
の
悪
黙
の
本
場
で

あ
る
だ
け
に
、
悪
策
退
治
は
可
な
り
な
事
件
で
あ
っ
た
、
し
か
し
此
悪
書
な
る
も
の
が
如
何
な
る
悪
行
を
敢
て
し
た
か
。

惨
、
れ
は
東
大
寺
か
ら
指
し
た
悪
蕪
で
あ
っ
て
、
「
土
艮
の
身
で
あ
り
な
が
ら
、
重
色
の
寺
用
を
閾
如
す
る
た
め
に
、
寺
領
は

荒
脆
し
、
恒
例
の
御
願
は
退
鱒
に
及
ぶ
」
（
註
一
）
、
こ
か
、
「
華
巌
・
法
華
爾
大
鋸
、
轄
害
會
等
の
理
事
佛
事
一
向
断
絶
に
及
ぶ

ε
か
」
（
謎
二
）
、
或
は
『
寺
家
難
掌
の
居
所
に
飢
平
し
、
其
身
を
追
捕
し
、
衣
裳
を
劒
取
」
（
註
三
）
、
等
の
事
も
あ
り
、
或
は
二
階

堂
御
領
深
野
名
に
劃
し
て
種
々
の
凶
作
を
構
へ
て
観
暴
を
敢
て
し
た
り
も
し
（
詫
四
）
、
當
國
近
國
の
諸
人
の
所
領
を
押
領
し

　
　
　
第
入
．
巷
　
　
研
　
究
　
　
荘
民
の
生
活
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
韓
隔
競
　
　
　
「
九
　
　
　
（
九
）



　
　
　
第
八
巻
　
研
究
　
荘
民
の
生
溝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
…
號
　
　
㍉
○
　
（
｝
○
）

時
に
は
寺
門
の
下
知
ご
註
し
て
謀
書
を
以
て
里
民
を
呈
し
、
或
は
累
租
の
墓
を
発
き
、
強
賊
、
夜
討
、
放
火
、
殺
害
等
の

重
罪
を
も
犯
し
た
の
で
あ
っ
て
、
族
盗
・
山
賊
の
名
は
平
虫
中
に
謳
歌
せ
ら
れ
た
程
で
も
あ
っ
た
（
註
五
）
。
が
し
か
し
、
彼

等
が
悪
蕪
の
名
を
冠
せ
ら
れ
た
が
た
め
に
、
一
芸
其
の
悪
行
を
張
署
し
た
の
で
あ
る
ε
言
ふ
事
を
元
徳
二
年
十
月
日
の
東

大
寺
衆
徒
訴
獣
案
に
記
し
て
居
る
の
は
、
確
か
に
孚
面
の
眞
理
を
穿
つ
た
槻
察
で
あ
っ
て
、
随
分
甚
し
い
襲
踏
観
暴
を
や

っ
て
居
る
や
う
で
へ
あ
る
け
れ
ざ
も
、
寺
家
が
こ
れ
を
武
家
の
カ
を
借
り
て
退
治
し
や
う
と
す
る
ご
き
等
に
際
し
て
、
惣
庄

の
土
民
等
が
彼
等
に
同
心
し
て
、
武
家
及
寺
家
の
使
勤
を
阻
止
し
や
う
ビ
し
た
事
理
ハ
註
六
）
を
見
る
ビ
、
そ
れ
は
悪
子
の
後

難
を
恐
れ
た
ご
言
ふ
よ
り
も
、
寧
ろ
所
謂
悪
黙
に
幸
し
π
方
が
、
寺
家
の
諌
求
に
よ
り
て
早
め
ら
る
、
よ
り
も
遙
か
に
有

利
で
あ
っ
だ
た
め
で
あ
ら
う
ご
思
は
れ
る
Q

　
悪
蕪
の
中
で
最
も
著
し
い
も
の
は
越
後
房
親
藩
、
同
歯
弟
伊
賀
一
畳
舜
、
畳
舜
の
甥
金
倉
兵
衛
尉
盛
俊
、
鳥
帽
子
子
青

蓮
寺
七
郎
入
滋
父
子
、
滋
願
、
佛
念
、
清
高
等
で
あ
っ
て
、
何
れ
も
鎌
倉
期
の
最
後
の
頃
に
活
躍
し
た
や
う
で
あ
る
け
れ

ざ
も
弘
安
九
年
に
は
既
に
清
定
、
康
直
、
清
直
等
の
悪
難
が
出
て
大
和
國
八
峰
山
井
伊
賀
墨
黒
田
坂
に
て
強
盗
を
、
極
賀

國
霧
生
に
て
夜
討
を
、
黒
田
・
鍵
瀬
爾
庄
に
て
放
火
を
す
る
ご
云
ふ
悪
行
を
や
っ
て
居
る
の
で
あ
っ
て
、
此
種
蕪
蕪
の
趨
原

は
可
な
う
古
い
事
で
あ
ら
う
。
此
時
寺
家
か
ら
は
諸
國
山
賊
以
下
夜
討
強
盗
等
の
大
犯
は
皆
武
家
の
成
敗
な
り
ざ
す
る
規

定
ハ
註
七
）
及
び
弘
安
三
年
二
月
三
獄
六
波
羅
下
知
状
に
從
ひ
て
、
本
所
一
露
地
た
り
ビ
錐
も
、
此
法
規
に
よ
り
て
李
均
に

沙
汰
さ
る
べ
き
で
あ
る
ビ
し
て
、
彼
等
悪
蕪
征
伐
の
事
を
粟
田
大
納
言
家
及
び
伊
賀
國
御
家
人
武
藤
國
光
等
に
訴
訟
を
提



出
し
た
の
で
あ
る
が
、
六
波
羅
は
「
本
所
の
沙
汰
π
る
べ
し
」
ε
言
ふ
栽
許
状
を
與
へ
泥
（
詫
八
）
。
そ
れ
は
ま
だ
武
家
の
カ
は

少
し
も
加
へ
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
ρ

∴
然
る
に
越
後
房
や
伊
賀
房
の
悪
行
は
、
慮
長
頃
か
ち
日
に
随
っ
て
興
り
、
到
底
、
寺
家
や
公
家
の
手
で
は
鎭
面
す
る
事

が
出
來
な
く
な
っ
た
の
で
、
終
に
武
家
の
カ
に
依
ら
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
、
而
し
て
其
だ
め
に
御
使
服
部
右
衛
門
太
郎
入

管
持
芸
及
び
守
護
代
李
常
茂
が
常
に
遣
は
さ
れ
て
居
る
け
れ
ご
も
、
彼
等
に
添
ふ
る
に
近
江
國
守
護
代
佐
々
木
三
郎
左
衛

門
尉
範
綱
、
柘
植
二
郎
左
衛
門
勲
等
に
命
じ
て
黒
田
庄
に
到
）
、
悪
蕪
の
標
れ
る
城
郷
を
破
却
せ
し
め
た
事
さ
へ
あ
っ
π

が
（
識
九
）
。
さ
す
が
の
悪
蕪
も
武
士
の
腕
に
は
敵
し
な
い
か
ら
、
忽
ち
に
し
て
退
散
し
た
。
が
し
か
し
此
使
者
が
引
上
げ
る

ε
同
時
に
悪
蕪
は
直
ち
に
蹄
熟
し
て
庄
内
に
住
居
し
、
重
ね
て
城
榔
を
構
へ
、
悪
行
狼
籍
を
改
め
や
う
ご
も
し
な
か
つ
な

さ
れ
ば
此
等
に
同
行
し
た
佐
々
木
範
綱
は
、
「
他
國
遠
所
の
御
使
の
沙
汰
は
、
書
く
る
期
あ
る
べ
か
ら
す
、
其
國
の
守
護
地

頭
御
家
人
を
以
て
嚴
密
の
沙
汰
致
さ
る
べ
き
で
あ
る
」
ご
言
っ
て
、
如
上
の
者
が
鎭
歴
に
赴
く
事
を
菟
ぜ
ら
れ
た
い
ご
願

っ
て
居
る
（
註
十
）
の
も
、
尤
も
な
次
第
で
あ
る
。

　
折
角
他
國
の
守
護
ま
で
遣
は
し
だ
鋲
歴
も
其
数
を
奏
し
な
か
つ
だ
が
、
其
後
ご
て
も
、
服
部
右
衛
門
太
郎
入
漁
持
法
、

守
護
代
直
播
筏
は
近
隣
の
地
頭
御
家
人
等
を
催
し
て
悪
蕪
退
治
に
出
か
け
て
居
る
。
悪
難
の
方
で
は
常
に
使
者
入
部
の
時

窯
は
、
既
に
途
電
し
た
ビ
言
っ
て
其
姿
を
見
せ
な
い
、
使
者
蹄
去
の
後
に
再
び
還
住
す
る
有
様
で
、
使
者
の
入
部
は
た
や

一
特
彼
等
を
追
ふ
柔
す
ぎ
な
か
っ
た
、
さ
れ
拭
寺
家
ま
わ
は
、
向
後
臓
庄
内
に
経
廻
し
得
な
い
機
t
、
彼
等
の
住
宅
を
焼

　
　
　
第
入
巷
・
　
研
．
究
　
裟
民
の
虫
活
“
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
一
號
　
　
一
一
　
（
一
一
）



　
　
　
第
二
巷
　
研
究
　
町
民
の
盈
活
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
一
號
　
　
一
二
　
（
一
二
）

梯
ふ
の
み
な
ら
す
、
彼
等
を
隠
匿
せ
る
緑
者
の
居
宅
を
も
焼
失
せ
し
め
ら
れ
ん
事
を
願
っ
て
居
る
が
（
詑
＋
じ
、
ま
た
一
方

武
家
側
の
使
者
も
。
彼
等
の
提
出
し
た
請
文
に
は
悪
馬
は
す
べ
て
逐
電
し
た
ご
か
、
城
榔
破
壊
、
住
宅
焼
却
ご
記
し
て
居

る
け
れ
ざ
も
、
果
し
て
奨
通
レ
に
や
っ
た
か
否
や
は
頗
る
疑
は
し
い
、
ご
か
く
故
障
を
薦
へ
て
入
部
を
認
り
勝
ち
た
ら
し

く
年
預
五
師
か
ら
は
、
「
使
勤
故
障
之
上
者
、
紐
帯
官
途
其
勤
之
條
、
定
法
也
」
ご
言
ふ
催
促
が
服
部
待
法
に
宛
て
、
毘
さ

れ
た
り
㍉
六
波
羅
か
ら
は
嘉
暦
二
年
十
一
月
十
二
日
守
護
代
や
草
尽
に
宛
て
、
、
「
使
者
無
沙
汰
営
所
襲
撃
」
ご
言
っ
て
再

び
城
邑
を
破
却
せ
し
め
、
逐
電
の
輩
は
在
所
を
尋
捜
し
て
其
身
を
召
捕
ら
し
め
、
今
月
中
に
散
状
を
致
す
べ
し
ご
さ
へ
鰻

命
を
下
し
た
。

　
一
方
に
於
て
悪
蕪
退
治
は
な
か
く
に
坪
が
明
か
な
い
も
の
だ
か
ら
、
東
大
寺
の
衆
徒
等
も
大
に
激
昂
し
、
悪
蕪
の
緑

者
並
び
に
之
を
扶
持
せ
し
も
の
は
共
に
其
答
免
れ
能
は
ざ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
注
文
の
交
名
に
任
せ
其
縁
者
を
も
餓
重

に
召
出
さ
れ
ん
事
を
要
求
す
る
に
至
っ
た
が
（
謡
十
二
）
、
こ
れ
又
何
等
の
敷
果
を
も
暴
げ
得
な
い
の
は
言
ふ
ま
で
も
な
い
。

し
か
し
、
絡
に
は
畳
舜
以
下
の
輩
も
召
出
さ
れ
、
裁
割
の
結
果
、
配
流
さ
る
、
事
に
な
っ
た
が
、
其
沙
汰
の
最
中
に
彼
等

は
本
國
に
逃
げ
下
り
、
縁
者
等
ご
與
力
同
心
し
て
更
に
悪
行
を
恣
に
し
、
聖
人
爲
時
の
如
き
は
だ
め
に
殺
害
さ
れ
て
し
ま

っ
た
（
註
十
三
）
。
其
後
畳
舜
、
清
高
、
遣
願
以
下
は
朝
廷
の
制
決
の
ま
、
に
備
後
、
備
中
、
但
馬
、
丹
後
、
因
幡
等
に
流
罪

に
画
せ
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
が
、
珊
々
の
預
人
は
彼
等
の
賄
路
の
た
め
に
放
免
す
る
ご
言
ふ
結
果
を
賊
し
た
（
註
＋
四
）
。
そ

こ
で
衆
徒
は
ま
π
正
癒
年
中
以
來
の
大
訴
、
守
護
嫁
し
て
、
使
節
ご
し
て
十
数
度
の
御
母
書
を
成
さ
る
、
ご
錐
も
一
向
其



敷
な
き
は
、
一
に
守
護
緩
怠
の
結
果
で
あ
っ
て
、
守
護
が
悪
蕪
に
同
心
し
た
り
、
御
使
が
彼
等
の
賄
路
に
就
く
か
、
或
は

，
彼
等
の
猛
威
に
恐
れ
て
入
部
せ
ざ
る
た
め
で
あ
る
と
言
っ
て
、
簾
直
憲
法
の
御
使
者
を
派
遣
さ
れ
た
い
ご
か
、
武
家
の
御

下
知
は
嚴
密
で
あ
る
け
れ
ざ
も
、
守
護
や
御
使
が
御
激
書
の
旨
を
改
め
る
の
で
あ
る
ご
言
っ
て
（
註
＋
五
）
、
守
謹
を
攻
撃
す

る
に
至
つ
だ
。
前
後
が
背
け
て
何
年
の
も
の
か
を
決
定
す
る
事
・
が
出
來
な
い
が
、
衆
徒
の
訴
状
案
の
中
に
、
六
波
羅
か
ら

金
製
人
を
寺
家
の
手
に
よ
っ
て
召
進
む
べ
し
、
然
ら
ざ
れ
ば
新
に
地
頭
を
補
せ
ら
る
べ
し
ざ
通
知
し
來
つ
た
に
謝
し
て
「
雑

早
事
也
…
…
…
所
詮
、
於
守
護
丼
持
法
者
、
不
日
被
庭
罪
科
、
至
悪
出
入
等
潜
、
悉
可
被
召
猛
者
哉
」
揖
記
し
て
居
る
の

は
、
多
分
此
頃
、
幕
府
も
五
月
蝿
い
か
ら
地
頭
を
補
す
べ
き
事
を
以
て
、
威
嚇
し
た
の
で
あ
ら
う
。

　
か
う
し
た
認
諾
の
雷
管
を
記
し
て
行
く
事
は
限
り
の
な
い
事
で
あ
り
、
紙
面
を
濫
費
す
る
ば
か
り
で
あ
る
か
ら
、
南
北

，
爾
朝
が
早
立
し
た
建
武
三
年
の
頃
に
、
悪
窯
の
一
部
は
叡
山
に
饗
心
し
て
、
後
醍
醐
天
皇
に
御
同
心
郎
上
げ
、
其
後
も
吉

野
に
款
を
通
じ
て
居
つ
だ
の
で
あ
る
が
、
足
利
幕
府
が
仁
木
義
長
を
伊
賀
國
守
護
に
任
命
し
た
の
で
、
彼
等
も
絡
に
請
文

を
奉
っ
て
、
守
護
の
命
に
随
う
事
こ
な
っ
た
が
（
註
十
六
）
、
か
う
し
た
悪
玉
に
も
、
爾
朝
の
饗
立
は
好
都
合
な
現
象
で
あ
っ

・
た
事
を
附
記
し
て
、
筆
を
改
め
や
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〆

　
髄
網
　
正
安
二
年
四
月
日
東
大
寺
衆
徒
再
訴
歌
。
　
　
註
二
　
嘉
暦
三
年
十
月
日
束
大
寺
衆
徒
訴
立
案
。
　
　
重
三
　
映
年
高
伊
賀
守
護
代

　
講
且
且
。
　
　
悪
評
、
正
和
元
年
十
二
月
日
二
階
堂
御
領
深
野
名
預
所
総
蓮
信
代
有
賢
訴
欺
。
　
　
註
匠
　
弘
安
九
年
十
月
日
及
び
恋
長
二

　
」
年
一
二
月
日
欝
小
大
出
寸
出
禾
草
訴
状
案
O
　
　
　
註
脚
　
　
嘉
暦
二
年
六
月
目
市
一
大
出
寸
衆
徒
再
訴
鼎
…
案
。
　
　
　
趾
証
暫
　
占
尽
水
式
日
市
単
一
二
條
。
　
　
　
註
八

　
　
　
礫
入
巷
　
研
究
　
富
民
の
生
活
　
　
　
　

・
　
　
　
　
　
第
｝
鵬
　

】
三
　
（
＝
二
）



　
　
策
入
団
　
研
究
　
富
民
の
魂
活
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
紳
4
5
一
號
　
↓
四
　
（
一
囚
）

南
弘
安
九
年
十
・
臼
月
日
東
山
人
轟
守
血
木
徒
選
歌
安
器
0
　
　
、
覇
』
九
　
　
一
門
目
測
圏
旧
年
二
月
二
十
日
憎
嗣
六
波
羅
御
H
教
畿
口
案
。
　
　
　
註
十
・
　
一
兀
古
了
単
記
牛
五
月
二
臼
佐

々
・
木
三
綱
漣
醐
噛
久
喜
。
　
　
　
註
十
剛
　
嘉
暦
二
＃
†
六
日
月
日
東
大
出
様
点
塾
徒
再
訴
状
回
目
以
下
。
　
　
　
且
証
十
・
二
　
同
年
九
日
月
日
東
、
大
出
寸
脚
立
島
徒
訴
妖
案
。

　
駐
十
三
　
嘉
暦
三
年
十
月
B
同
右
、
及
び
新
編
追
加
百
十
七
滲
看
。
　
　
註
十
囚
　
元
徳
二
年
三
月
日
岡
右
。
　
　
註
†
五
　
同
年
六
月
B

同
年
七
月
日
、
同
年
十
月
日
同
齢
。
　
　
駐
十
六
　
暦
慮
三
年
卯
月
、
及
八
月
日
年
預
五
師
訴
状
案
。

山IN

　
所
謂
悪
直
な
る
も
の
が
、
如
何
な
る
意
昧
の
悪
止
で
あ
っ
た
ら
う
か
ご
言
ふ
事
に
就
い
て
は
、
，
既
に
も
記
し
た
如
く
寺

家
よ
り
見
た
る
悪
行
で
あ
っ
て
、
商
民
よ
り
見
た
る
悪
露
で
は
な
か
っ
た
事
は
勿
論
で
あ
る
け
れ
こ
も
、
さ
り
こ
て
ま
た

荘
民
の
た
め
の
保
護
者
で
あ
っ
π
程
の
良
民
で
も
な
か
っ
た
、
万
人
爲
時
を
黒
田
坂
に
於
て
殺
害
し
た
り
、
御
輿
所
善
力

負
師
を
打
郷
双
盤
せ
し
め
た
り
し
て
る
居
る
の
を
見
る
と
、
や
は
）
悪
蕪
の
悪
は
、
悪
源
太
の
悪
で
「
強
い
」
ご
言
ふ
意
味

か
も
知
れ
な
い
が
、
悪
蕪
の
名
に
相
姦
し
い
や
う
な
人
々
で
あ
っ
た
に
相
蓮
な
い
。
國
法
を
破
り
、
寺
命
に
背
き
、
趾
會

め
秩
序
を
破
壌
す
る
人
々
で
あ
っ
た
。
彼
等
の
多
く
が
僧
名
を
有
す
る
事
か
ら
推
し
て
見
る
ご
、
一
種
の
悪
僧
で
あ
っ
π

ご
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
僑
兵
の
亜
流
で
あ
っ
た
ら
う
。

　
然
ら
ば
如
此
き
悪
僧
が
如
何
に
し
て
俳
言
國
に
登
生
し
た
か
に
涌
し
て
は
、
之
を
決
定
す
べ
き
史
料
を
有
た
な
い
か
ら

断
書
す
る
事
ば
出
來
な
い
が
、
準
安
朝
時
代
以
來
の
宿
弊
で
φ
つ
た
國
司
の
無
能
、
税
法
の
不
備
に
加
ふ
る
に
寺
領
の
享



・
有
す
る
諸
種
の
特
権
に
附
け
込
ん
だ
浄
浪
人
は
」
多
く
寺
領
に
遁
評
し
た
、
寺
院
自
ら
も
彼
等
浪
入
を
招
集
し
て
未
墾
地

の
開
登
に
從
薫
せ
し
め
、
以
て
寺
領
の
増
加
を
企
て
だ
の
で
あ
る
（
謎
｝
）
。
さ
れ
ば
武
家
の
時
代
に
及
ん
で
も
、
其
世
態
は

改
・
る
べ
哺
も
な
い
、
或
は
灌
門
勢
家
領
内
に
点
て
は
、
其
灌
勢
に
よ
り
て
守
護
の
下
知
に
背
く
も
の
も
出
來
た
ら
う
し
（
註

二
）
。
話
中
に
は
地
頭
等
が
薗
己
の
非
違
を
途
げ
ん
た
め
に
、
故
意
に
悪
蕪
を
其
所
領
内
に
籠
置
く
も
の
も
あ
っ
た
位
で
（
註

一
二
）
あ
る
。
さ
れ
ば
特
に
伊
賀
國
だ
け
に
細
紋
の
居
つ
π
ε
言
ふ
課
で
は
勿
論
あ
る
ま
い
、
た
や
黒
田
庄
は
東
大
寺
ε
し
て

は
、
最
も
鳶
色
な
寺
領
で
あ
っ
た
た
め
に
㍉
特
に
悪
趣
に
荒
さ
る
、
事
を
恐
れ
て
、
激
し
仁
箏
つ
た
か
ら
、
格
別
に
名
高

く
な
っ
た
の
で
あ
ら
う
。
而
し
て
私
は
此
種
の
悪
蕪
を
以
て
、
大
蒜
に
於
て
、
も
ε
か
ら
の
住
民
が
、
妙
華
的
・
経
濟
的
の

理
由
に
よ
っ
て
、
悪
化
し
π
も
の
で
は
な
く
、
難
詰
の
遁
入
の
結
果
生
じ
た
も
σ
ご
見
や
う
と
思
ふ
の
で
あ
る
。

　
謎
風
　
醍
醐
寺
要
録
所
牧
長
承
元
年
九
月
二
十
三
日
左
鍔
宮
下
文
に
、
瓢
箪
大
野
郡
牛
原
庄
を
浪
人
に
よ
り
て
開
獲
せ
し
め
た
事
を
記
し
て
．

　
居
る
の
は
、
煽
例
で
あ
る
。
　
　
註
二
　
新
編
追
勲
百
〇
二
條
正
慕
二
年
九
月
二
＋
一
日
鎌
倉
幕
府
御
敏
書
。
　
　
註
闘
晶
同
第
百
〇
四
條

　
寛
元
四
年
十
二
月
七
日
鎌
倉
幕
府
御
教
書
。

七

　
最
後
に
此
藏
園
内
に
於
け
乃
一
般
亡
弟
の
生
活
の
一
面
を
槻
察
す
る
事
と
し
た
い
が
、
そ
れ
は
薗
ら
彼
等
の
窮
朕
及
び

・
そ
れ
に
蜀
す
る
救
濟
の
爾
條
に
分
け
ら
れ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
：

　
　
　
第
入
巻
　
　
研
　
究
　
　
襲
艮
の
血
括
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
「
號
　
　
　
一
五
　
　
（
一
五
）



　
　
　
第
　
博
八
　
巷
　
　
　
研
　
　
究
，
　
　
荘
　
畏
　
の
げ
並
　
活
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
　
　
一
　
號
　
　
　
　
　
一
山
ハ
　
　
　
（
幅
｛
ハ
）

　
荘
園
内
の
百
姓
が
、
決
し
て
幸
編
な
る
生
活
を
途
り
得
た
ご
は
考
へ
ら
れ
な
い
。
彼
等
の
身
柄
こ
そ
自
由
の
民
で
あ
る

け
れ
ざ
も
、
日
常
の
生
活
は
、
寺
家
よ
り
の
苛
諌
ご
、
庄
司
の
継
妻
こ
の
た
め
に
常
に
脅
か
さ
れ
て
居
っ
た
事
は
勿
論
で

あ
る
。
乞
ふ
そ
の
實
例
を
嘉
暦
元
年
七
月
日
の
黒
田
庄
の
杣
工
俘
未
支
の
後
家
安
倍
三
子
の
愁
心
に
就
い
て
聞
け
。

　
名
張
郡
矢
川
條
字
鹿
臥
に
あ
る
田
一
反
は
、
も
ご
大
春
日
重
時
の
所
領
で
あ
っ
た
け
れ
ざ
も
、
杣
工
軸
簾
支
に
封
ず
る

負
物
の
代
こ
し
て
生
蝋
の
手
に
傳
へ
ら
れ
、
其
後
安
倍
三
子
に
慮
分
せ
ら
れ
、
数
十
主
面
耕
作
し
て
居
っ
た
が
、
時
の
下

司
江
八
郎
馬
韓
は
之
を
押
領
し
て
し
ま
っ
た
、
御
庄
威
猛
第
一
の
者
π
る
下
司
貞
成
に
騙
し
て
，
纏
か
に
御
庄
の
一
杣
工

の
妻
た
る
安
倍
三
子
の
事
で
あ
る
か
ら
、
爲
ん
方
な
く
黙
止
し
て
居
っ
た
け
れ
ご
も
、
何
分
に
も
三
子
は
此
田
地
よ
り
の

放
入
を
以
て
，
薪
工
の
役
を
勤
仕
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
身
で
あ
っ
て
、
貧
弊
に
堪
へ
ら
れ
な
炉
か
ら
ご
言
っ
て
．
相
傳

譜
代
の
理
に
任
せ
て
導
爆
地
を
自
分
の
手
に
戻
る
や
う
に
裁
断
に
預
り
た
い
ご
申
し
て
居
る
。

　
自
己
の
所
有
す
る
唯
一
の
相
傳
地
こ
し
て
、
僅
か
に
畠
一
反
し
か
有
た
な
か
つ
セ
紀
光
行
は
、
絡
に
此
最
後
の
土
地
を

も
質
に
入
れ
て
三
乃
律
師
御
房
良
叡
か
ら
壼
石
五
斗
を
借
請
け
た
の
で
あ
る
が
、
し
か
も
其
利
子
さ
へ
支
彿
へ
な
く
、
追

様
倍
増
す
る
の
で
、
絡
に
此
土
地
を
流
し
て
し
ま
は
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
（
註
｝
）
。
庄
園
の
一
般
ご
し
て
、
決
し
て
珍

ら
し
い
例
ご
は
言
は
な
い
け
れ
ざ
も
、
所
在
に
数
多
く
あ
る
事
だ
か
ら
ご
言
っ
て
之
を
見
捨
て
、
通
る
事
も
出
來
な
い
。

窮
民
は
何
時
の
時
代
、
如
何
な
る
土
地
に
撃
て
も
事
跡
を
絶
た
な
い
も
の
で
は
あ
る
け
れ
ざ
も
、
さ
う
し
た
窮
艮
り
一
入

で
も
見
る
時
に
、
何
等
の
救
濟
方
法
を
考
慮
し
な
い
で
、
無
關
心
で
あ
り
得
る
人
は
あ
る
ま
い
。



　
元
久
二
年
七
月
B
東
大
寺
衆
徒
寄
進
朕
に
よ
れ
ば
、
黒
田
本
庄
及
び
幾
作
等
に
散
在
す
る
右
馬
允
李
康
及
び
そ
れ
に
縁

座
せ
し
入
々
の
所
領
田
畠
は
、
康
臨
書
國
威
を
假
り
寺
領
を
押
妨
せ
し
か
ば
其
身
を
庄
内
よ
り
追
放
し
た
の
で
、
焦
し
く

荒
磨
に
蹄
せ
ん
ご
す
る
か
ら
、
八
幡
宮
に
寄
進
し
奉
る
ビ
言
っ
て
居
る
。
後
喜
無
年
紀
の
鶴
女
の
申
状
に
よ
れ
は
、
先
租

相
傳
の
私
領
を
繊
母
に
掠
取
ら
れ
た
が
、
そ
れ
を
念
唐
事
が
再
び
押
妨
し
、
知
行
し
て
居
る
ご
言
っ
て
居
る
。
こ
れ
ら
は

残
さ
れ
沈
る
片
鱗
で
あ
っ
て
、
こ
れ
か
ら
全
豹
を
窺
ふ
事
が
許
さ
る
、
な
ら
ば
、
や
は
り
黒
田
庄
内
に
も
、
紳
冠
叉
は
寺

院
を
中
心
ご
し
た
蕪
畏
の
互
助
為
事
機
閣
ビ
し
て
、
念
佛
講
又
は
頼
舞
子
講
が
あ
っ
π
も
の
こ
推
定
し
得
る
の
で
あ
る
◎

此
種
の
制
度
は
、
鎌
倉
未
に
は
可
な
り
の
範
園
に
ま
で
普
及
し
て
居
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
、
黒
田
庄
に
於
て
も
、
追

放
人
の
所
領
を
淋
領
ε
す
る
ご
か
、
念
佛
衆
が
土
地
を
知
行
す
る
と
か
言
ふ
の
は
、
恐
ら
く
、
殆
ん
ご
他
の
場
合
ε
同
様

か
又
は
之
に
近
似
し
π
救
濟
組
織
が
あ
っ
た
の
で
あ
ら
う
ご
思
ふ
◎

　
ま
た
玉
葱
、
鞘
由
、
棋
山
、
湯
船
、
内
保
を
五
ヶ
杣
又
は
五
ヶ
庄
ビ
言
っ
て
往
古
以
來
一
門
の
約
諾
を
し
、
憂
喜
を
共

に
す
る
事
を
規
定
し
て
居
っ
た
。
こ
れ
は
殆
ん
ざ
同
嫌
の
種
類
の
庄
園
が
聯
合
し
て
、
他
庄
か
ら
の
凱
暴
狼
籍
に
封
抗
し

之
を
防
い
だ
も
の
で
あ
っ
て
、
「
五
」
の
文
字
を
用
ゐ
三
所
は
、
偶
然
か
将
π
故
意
に
五
ヶ
庄
を
選
ん
だ
か
は
分
明
で
な
い

が
、
注
意
を
惹
く
に
足
る
組
織
で
あ
っ
た
、
丈
保
元
年
の
詰
番
江
國
池
原
瀧
法
師
及
び
村
百
姓
與
一
大
夫
入
道
な
る
者
が

．
黒
田
庄
北
杣
山
に
鑑
入
し
、
阿
保
庄
の
百
姓
に
打
梛
油
墨
を
加
へ
、
入
幡
宮
号
鳳
楼
内
以
下
の
所
持
品
を
奪
取
し
た
、
そ
れ
、

に
封
し
て
、
内
保
磁
は
奮
諾
に
随
っ
て
電
工
庄
、
古
田
庄
以
下
に
二
っ
て
五
庄
の
一
味
與
力
を
請
求
し
た
け
れ
ざ
も
、
玉
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研
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競
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七
　
（
…
七
）
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弟
触
號
　
　
｝
入
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一
入
）

瀧
庄
以
下
は
懸
じ
な
か
っ
だ
、
さ
れ
ば
内
書
庄
は
事
の
仔
細
を
東
大
寺
に
訴
へ
だ
か
ら
、
年
預
は
玉
瀧
以
下
に
「
且
存
先

規
一
味
之
同
好
、
且
任
寺
門
一
同
下
知
、
殊
可
海
量
力
旨
旨
」
を
傳
へ
た
（
註
二
）
。
と
こ
ろ
、
靹
田
庄
沙
汰
入
は
之
に
干
し

て
、
「
自
邸
右
、
五
ヶ
一
同
好
者
、
錐
勿
論
事
ぴ
、
去
正
和
三
年
閏
三
月
入
日
、
靹
田
庄
輿
並
河
合
着
、
依
堺
相
論
、
範
田

庄
紳
人
群
二
被
殺
害
誤
解
、
尤
五
ヶ
一
同
可
沙
汰
候
慮
二
、
錐
再
三
催
雪
嶺
、
除
庄
不
同
「
輿
力
仕
怨
讐
、
靹
田
庄
乍
成

恨
御
寺
常
器
、
雄
及
武
家
御
沙
汰
、
干
今
不
蒙
御
成
敗
候
…
…
…
今
内
保
庄
、
其
時
者
不
同
心
仕
、
如
露
申
候
條
．
無
其

講
候
」
（
第
一
二
）
ご
言
っ
て
、
重
力
せ
な
い
理
歯
を
明
示
し
て
居
る
Q
こ
れ
で
は
折
角
の
五
ヶ
庄
…
昧
與
同
の
精
紳
が
、
何
等

の
實
現
を
見
な
い
事
に
な
っ
て
し
ま
つ
π
や
う
で
あ
る
が
、
し
か
し
、
近
隣
数
庄
が
一
味
同
心
し
て
他
か
ら
の
歴
迫
に
抗

，
孚
し
や
う
ご
す
る
精
紳
は
、
吾
人
に
何
物
か
の
暗
示
を
與
へ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
等
々
に
蕎
過
す
べ
き
で
は
な
い
。

　
証
証
刷
　
永
仁
六
年
三
月
十
八
日
紀
光
行
、
乙
女
蓮
馨
質
流
雰
。
　
7
　
　
二
二
　
　
文
保
一
撮
年
十
・
月
一
一
日
加
＋
習
習
・
政
所
…
下
文
案
。
　
　
　
駐
三
　
　
翻
…
年
志
一

　
二
月
二
十
三
日
鞘
田
庄
公
文
書
歌
。

八

　
黒
田
庄
に
關
す
る
私
の
貧
弱
な
る
槻
察
は
以
上
の
如
き
も
の
で
あ
る
が
、
多
く
の
庄
園
が
、
大
底
の
場
合
隣
郷
ε
の
堺

相
論
に
田
を
費
し
て
居
つ
π
の
に
反
し
て
、
本
庄
は
悪
露
退
治
の
事
に
よ
り
て
著
し
い
特
異
性
を
示
し
た
事
ご
、
地
頭
の

如
き
、
武
家
の
土
地
に
封
ず
る
権
利
者
は
な
く
、
全
く
文
字
通
り
寺
家
一
落
の
知
行
地
で
あ
っ
た
事
ご
は
、
本
庄
の
特
徴



で
あ
っ
た
、
面
し
て
其
黒
田
庄
が
、
隣
荘
ε
の
交
渉
、
本
所
ご
の
關
係
、
荘
民
の
生
活
こ
の
推
移
の
問
に
、
彼
等
の
生
命

財
産
を
保
全
し
、
彼
等
の
生
活
を
よ
b
雫
穏
な
ら
し
め
ん
が
π
め
に
、
自
ら
多
数
の
カ
に
よ
り
て
事
を
行
憶
ん
ご
す
る
思

想
を
酸
成
し
，
更
に
進
ん
で
、
彼
等
荘
民
の
自
衡
策
ご
し
て
M
種
の
自
治
制
の
萌
芽
が
胚
胎
せ
ら
れ
て
居
っ
た
事
ご
は
、

，
近
世
期
並
に
最
近
世
理
の
研
究
者
に
も
興
味
あ
る
吏
實
で
あ
っ
た
ら
う
が
、
更
に
、
國
家
よ
り
燭
立
し
、
國
駆
使
の
入
部

は
勿
論
、
守
講
使
の
入
部
さ
へ
峻
拒
し
得
た
斌
寺
領
が
、
鎌
倉
時
代
以
來
、
漸
次
冠
寺
の
肚
會
的
勢
力
失
墜
に
原
因
し
、

寺
家
一
圓
知
行
地
の
悪
蕪
を
自
己
の
カ
に
よ
り
て
鎭
歴
す
る
事
が
出
走
な
く
、
武
家
の
カ
を
借
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な

つ
π
事
を
見
る
ε
き
、
魁
寺
の
勢
力
が
結
局
は
武
家
叉
は
民
衆
の
手
に
嚢
は
る
べ
き
も
の
で
あ
る
事
を
豫
冒
し
得
な
い
だ

ら
う
か
。
…
砒
寺
は
や
は
り
政
界
に
雄
飛
す
べ
き
蓮
命
の
略
の
で
は
な
か
つ
だ
、
政
擢
は
や
が
て
實
カ
ー
腕
力
の
あ
る
武

家
叉
は
民
衆
の
掌
に
握
ら
る
べ
き
で
あ
っ
た
Q

　
　
ゆ
　
ゆ

　
　
附
記
　
右
の
叫
篇
は
去
大
正
十
　
年
七
月
…
口
の
史
肇
研
究
會
例
會
に
報
告
し
九
草
稿
を
、
書
き
改
め
た
も
の
で
あ
っ
て
，
未
完
成
の

　
　
　
　
も
の
で
あ
る
事
を
、
再
び
御
断
り
申
し
た
い
。
（
大
正
十
～
．
十
二
・
＋
三
）

第
入
巷
　
研
究
　
難
民
の
、
生
活

第
一
號
，

一
九
　
（
一
、
九
）


